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III．研究成果の概要

アドホックネットワークは端末（ノード）間で無線マルチホップによりノード間での通信を可能にす

る仕組みであり、メッシュネットワークのバックボーン、ユビキタスネットワークの実現にも不可欠の

技術である。本プロジェクトでは基盤技術の確立と国際標準化への貢献をめざした。

小型制御装置、Linux、無線 LAN カード、外部アンテナを用いて 55 ノードの屋外アドホックネット

ワーク(MANET)テストベッドを新潟大学構内に構築した（図１）。2006 年 10 月 3～5 日には IETF の

標準化活動と連動する第３回 OLSR インタロップを新潟大学で開催した。フランス、米国、ノルウェー、

カナダ、日本の6カ国から約20名の研究者が集まり、MANETルーティングプロトコルOLSR、OLSRv2

の相互接続性確認を大きく進展させた（図２）。

IETF の OLSRv2 設計チームの一員として、仕様開発に協力すると共に OLSRv2 の３つの実装を独

立に開発した。そのひとつは米 SNT 社の商用シミュレータ QualNet にも搭載された。

アドホックネットワークではノードが自律的に経路を計算するため、ノード間の経路計算の不整合に

よりループが発生することがある。そこで、ループパケット検出・破棄機能を導入し、ネットワーク性

能を向上できることをシミュレーションにより確認した。また、このループパケット検出機能をインタ

ーネットドラフトにまとめ、インターネットの標準化フォーラム IETF の MANET WG に提出した。

受信ノードの干渉（隠れ端末の影響）と送信ノードの干渉（媒体の競合の影響）を考慮した新たなリ

ンクメトリックを提案し、メッシュネットワークの性能向上が可能であることを示した。

高速・安定リンクを有効に経路として利用するために、リンクの最適レートを求め、不必要な低速・

不安定リンクを論理的に削除するロジカルトポロジーコントロールの手法を提案し、計算機シミュレー

ションによりネットワークスループットの向上を確認した。

アドホックネットワークのルーティングプロトコル OLSRv2 に、リンクメトリック ETT を導入し、

性能(スループット、配信率)の向上を確認した。



IEEE 802.11s におけるメッシュネットワーク標準化において、RA-OLSR (Radio Aware- OLSR)の性

能向上、特に、各メッシュポイントへのモバイル端末所属情報を通信の必要が生じた時点で収集する方

法を提案し、2007 年 5 月の IEEE802 の会合で提案活動を行った。また、7 月の会合でその修正提案を

行った。

MANET において、各ノードが簡易なルールを用いて重複アドレスを検出する仕組みを考案し、

OLSR、OLSRv2 に実装し、シミュレーションとテストベッドで動作検証を行った。また、その結果

を IETF の AUTOCONF WG にインターネットドラフトとして提案した。その後、Panasonic R&D

Center（独）の研究者による提案とマージし、共同でインターネットドラフトのバージョンアップを

行った。

INRIA、Telecom Italia、Samsung の研究者と共同で用語や問題設定に関するインターネットドラ

フトを作成し、AUTOCONF WG に提案した。本研究開発で提案したプリサービス、インサービスの

概念を盛り込んだ。

インターネットにつながる複数ゲートウェイをもつ MANET において共通プレフィックス配布のメ

カニズムを持たせることより、MANET ノードの気付アドレス変更が不要なインターネットアクセス方

式を提案し、インターネットドラフトを作成し、IETF に提案した。また、ゲートウェイが自身の IP

アドレスを MANET 内に広告することにより、各 MANET ノードからインターネットへの接続を可

能とする技術を開発した。OLSR に本手法を実装し、Linux ノードを用いて実環境での実証実験を行

い正常動作を確認した。

大規模災害時の利用を目的として、気球に搭載した通信基地局間を MANET で結ぶスカイメッシュと

いう構想を提案し、小型制御装置を用いた基地局装置を開発した。2005 年 11 月新潟大学キャンパスに

おいて４機の気球を用いて通信実験、基地局カメラからの映像配信実験に成功した（図３）。2006 年 10

月 27～29 日に新潟県で行われた地域 ICT 未来フェスタと連動して、長岡市旧山古志村を舞台に実証実

験を行った。これにより実用化のための課題を抽出すると共に、デモンストレーションなどにより社会

への広報活動を行い、本システムへの関心を喚起した。スカイメッシュの運用面や利便性の向上を目的

とし、システム全体の小型軽量化に取り組んだ。旧システムに比べ新システムの重量と消費電力を約半

減し、気球自体の大きさ、システム構築時間も半分にすることが出来た。9 月 14、15 日には大学の地

域貢献事業の一環として「内野祭り」へ参加した。実際にシステムを設置し、インターネット接続や上

空映像配信等のデモンストレーションを公開することにより、地域の人々にスカイメッシュの有用性・

実用化への可能性を示した。

本研究開発を通じて、アドホックネットワーク基盤技術の開発と実証を行い、IETF と IEEE802 の

関連標準化活動へ具体的な貢献を行うと共に、今後の布石を打てた。
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